















































































態 に関す る調 査 の結果 概 要 を報告 す る。最 後 に， これ ら の実験 や 実態 調査O
成果 をふまえ て， 今後 どの よ うな方 向 で学 術通信 シス テ ムの開 発を 行 うべ き




① 期間 昭和62年8 月5 日より8 月25目までの筆者の短期海外留学O
期間を利用した。



















































し た。 こ の原因 とし ては， モデ ムに起因 す る もの， 電 話 回線 （ホテル の内線
国内 回線 ， 国際 回線） に起因 す る もの，が 考 え られ る。
・ シェ イ クハ ンド中 に画面 にメチ ャメチ ヤな文 字 が 連続 的 に表示 され， う
ま く立ち上 が らな い。 こ の現象 は実験 で は10 回 （or.a ％） も発生し た。 こ の
原 因 とし て は，通 信ソフ トに起因 す る ものが 考え られ る。
・ その他， 電 子 メ ール の機能 の制 約や 操 作 ミスに起 因す る失敗 も多 かっ た。
以下， こ れ らの原因 に関し て若干 の検討 を加 え てお く。
① モデ ムに起 因 す る障 害













































































































































































































し かし なが ら，我 々が狙 っ てい るのは，各 々の研究 機 関， 研究 者 が オフ ィ
スや書斎 またぱ端 末 室 に常時 設 置さ れ てい るパ ソコンを利 用 し てデ ータ交 換
を 行 うシ ステ ムであ る。そ うし た 意味で モデ ムのダ イン調 整 の問題 は，通 信
システ ムが確 立 された 後 で は大 きな問題 とはな らない であ ろ う。
モデムに関し て は， も う1 つ の問題 か おる。 そ れは， こ の種 のパ ソ;ニ2ン通
信 に使用す るモ デ ム の選 択 に関 す る問題 であ る。 モ デ ムな ど の変 復 調用 の通
信 機器に関し て は主 な もの とし ては， モデ ム， モデ ム電 話。 音 響 カ プ ラ ーの3
つ の装 置を挙 げ るこ とが出来 る。 モデ ムは一般的 に は 自動 ダ イヤ ル機能 が
付 い てお り， 小型 であ る。 パ ソ コンの スl==・ツトに挿入 で き る ボ ー下形 態 の も
の もある。 モデ ム電 話 は モデ ム回路 に加 え ハンド セットや ダ イヤ ル装 置， さ
ら に， ワンタ ッチ ダ イヤ ルや短 縮 ダイヤル の機能 が付い てい るこ とが多 い 誤
重 くて大 きい。 音 響 カプ ラ6）は，一 般的 には600 型 のハ ンド セ ッ トにしか利
用 できず，新 しい デザ イン の電 話 機には使 えず， さら に伝 送速 度 は300 ボ ー
だけ であ る。 今回 はモデ ムを 外付 け で利 用し たが， もっ と も便利 な のはパ ソ
コン に内蔵出来 るギデ ムであ り， 今後 はそ のよ うな モデ ムを 内蔵 し た パソ コ
ンを利用 す るこ とが望。まし い。
モ デムの伝送速 度に関 し ては,300 ボ ー で はな んと も スピ ード が遅 く， 使
い勝 手が悪 いし ， 電 話 の料 金 もかさむ 。1200 ボーでは対 話的 に交 信す るので
あ ればそれほ ど遅 い感 じ はし ない が， フ ァ イル のア ップpt ―ド や ダ ウ ンロ ー
ド ではい らい らす るくら い遅 い と感じ られた。 図一2 は今 回 の実験 で交 信 に





きデータの量とは 無関係に一定の時間が喰われる（図一2 のy 接辺）。 これ
はログイン時間とログアウト時間である。1200 ボーでは1 分20秒程度,300 ボ
ーでは1 分50秒程度かかっている。バイト数が4K というのは4000 バイトを
意味し（K はキロである），日本語文字では2000 字（400字詰め原稿用紙5 枚




















表-2 ホテ ルの 内線電 話機のタイプ
所 在 地 ホテル名 コ ネ クタ 型 信号 PBX
ボ ス ト ソ マ リ オ ット
ニ ュ ー ヨ ー ク ペ ソ タ
ワ シ ソ ト ソ ヒ ルト ン
メ ソ フ ィ ス ホ リデ ーイ ソ
ミ ズ ー ラ キ ャ ンパ スイ ソ
ロ ソル ト レ ー ク ク オ リテ ィーイ ン






















































・ ロ グ イ ン の た め の パ ラ メ ータ を 自動 送 信 す る 機 能 （オ ー ト1=1ダ イ ン ） が
な い た め 操 作 が 煩 雑 と な っ た 。 具 体 的 に はID 番 号 ， パ ス ワ ー ド ， プ ロ フ ァ
イ ル9）の 修 正 の有 無, お 知 ら せ の表 示 の有 無 ，ダ ウ ン13 － ド や ア ップa － ド10)
の 指 定 ， 等 を い ち い ち マ ニ ュ ア ル 入 力 せ ざ る を 得 な か っ た 。
・ そ の 他 プ=f グ ラ ム上 の バ グ
通 信 ソ フ ト を 利 用 し て い る時 に ， キ ー入 力 を 誤 る と ス ト ー ル （ ど ん な キ ー
を 押 し て も全 く反 応 し な い ） し て し ま う， セ ッ トし た フ ロ ッピ ーデ ィ ス ク の
中 に 必 要 な フ ァ イル が 見 あ た らな い と ス ト ール し て し ま う， 受 信 モ ード か ら
送 信 モ ード に 切 り替 え る こ とが 出 来 な い ， 等 々， 多 く の バ グが あ っ た。 実 用
シ ス テ ム に あ って は ， 主 た る使 用 者 は コ ンピ ュ ー タ の素 人 で あ り， こ の よ う
な 問 題 が 発 生 し て は対 処 は困 難 で あ ろ ‰ そ うし た 意 味 で ， 通 信 ソ フ ト の 選
択 は非 常 に 重 要 な 要 件 と な るで あ ろ ‰
④ 電 子 メ ー ル の 機 能 の制 約 に 起 因 す る も の 。
使 用 し たPC-VAN の 電 子 メ ール の機 能 に次 の よ うな 制 約 か お り， 実 用 上
問 題 が あ る と 考 え ら れ た 。 ト
・ 伝 送 で き る レ コ ―ド サ イ ズ が256 バ イ ト （ 日本 語 で は128 字 ） で あ り， こ
れ 以 上 長 い 文 章 は 後 ろ の 部 分 が 落 と さ れ て し ま5 （ よ り正 確 に 言 う と復 帰 コ
ー ド 間 り 最 大 文 字 数 は256 バ イ ト）。 一 般 的 な 日 本 語 の文 章 で は1 つ の段 落 は128
字 以 上 に な る こ と が 多 い 。 し た が っ て ， 段 落 の 後 ろ の 部 分 萌
い こ と が 頻 発 す る の で あ る 。 本 格 的 な 学 術 交 流 のた め の 電 子 メ ー ル シ ス テ ム
を 構 築 す る場 合 に は ， レ コ ード サ イズ に 制 限 が 無 い こ と が 必 要 と さ れ る。
・ 電 話 回 線 が 少 な く ， 回 線 ビ ジ ーが 非 常 に 多 い 。 そ の た め ， な か な か 接 続
で き ない こ と が多 か っ た 。
・BBS に接 続 さ れ て か ら 実 際 に文 書 を 送 信 ま た は 受 信 す る ま で の メ ニ ュ
ー選 択 に 時 間 が か か る 。 レ
⑤ 操 作 ミ ス に 起 因 す る も の
文 書 作 成 （ ワ ープ ロ） 操 作 ， 通 信 ソ フ ト の操 作 ， 電 子 メ ー ル 接 続 操 作 ， 文
書 の送 信 ・受 信 操 作 ， さ ら に 機 器 の接 続 （パ ソ コン ・ モ デ ム ・ 電 話 回 線 ・電
話 機 の 相 互 接 続 ） 等 ， 結 構 操 作 ミス が 発 生 し た。 実 用 シ ス テ ム に あ っ て は素
人 が 操 作 す る の で あ る か ら， 操 作 ミ ス が 発 生 し な い よ う に ワ ン タ ッチ ・ オ ペ
レ ー シ ョ ン が 出 来 る よ うな 機 器 構 成 と 支 援 ソ フ ト11）を 準 備 し て お く必 要 が あ
ろ う。 ミ・ ・
パソコン通信を利用した情報交換に関する実験m2.
米国 の大 学に み る電子 メール ・シ ステム
米国 の大学 のパ ソコ ン通信 に 関す る実態調査 とし ては， メ1) ーラ ンド大 学
お よびモン タナ大 学 の コンピ ュ ータ ・システ ムを見 学し た 。 電子 メ ール・ シ
ステ ムや電 子 コ ンフ ァレ ン ス・ システ ムに関し ては，そ のシ ス テ ムの機能 の
一 部 は既 に実現 さ れて お り， 実用 に供 さ れていた。そ0 面 だけ を 見 れば， 学
術交 流にパソ コン通 信を 利 用す るとい った我 々 の実験 は時 代遅 れ の様 に も考
え られる。し かし な が ら，各 種 の電 子機 器を結び付け ，研 究 のみ な らず教育























































図一4 に示すように， センターマシンはVAX のクラスター・システム



































































































































































































































































































































































る。米国 での実 験 で はNEC －ハネ ウェル・ ス ーパ ーコンビ ュ ーク ス社 の 協
力 を頂いた。 本学 の提 携 校 であ るモンタナ大学 のロ ーレ ン博 士 （Dr.PaulGordonLauren
）を はじ め とし ，多 くのモ ソタナ大 学 の教員 の協 力 が得 られ
た こ とに対し て感 謝致 し ます。
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森 彰「OA イヒの新しい視点」『コンピュータ・レポートJVol.28 ，No.1, 日
本経営研究所，昭和68年，48～55頁3
』 キャリヤぱ回線上に信号を乗せる搬送周波数である。CCITT のV22 規格で
はCALL モードでは1200Hz,ANS モードでは2400Hz と決められている。4
）MODEM （ModulatorDEModulator の略） ト
コンピュータのデジタル信号を電話のアナログ信号に変調したりその逆に復調
する装置である。5






） 公衆回線を使用した海外へのファックス通信では3 回に1 回程度の割合で通信
エラーが発生することは周知の事実である。国内のファッタス通信においても10
回に1 回程度の割合で通信エラーが発生すると言われている。8














いと～万く」がそうである。学術通信実験室では 「V25bis 準拠タイプ」 用 のワ
ソタッチ・オペレーションが出来る通信 ソフトを開発して提供している。これを

















すると 思われる。 たとえば， 文献データベースの利用， 統計データベースの利



























『パ ソコン通信Q&A 』アスキ ー，昭和60年9 月
『パソコン通信実践編』アスキー，昭和60年12月
『パ ソコン通信』アスキー，昭和61年4 月20
） 涌田宏昭『前掲書』69-90 頁及び241-252 頁21























） 具体的にはパソコV ・ コンファレV スを行なう。テーマとしては「国際化・情
報化時代における新しい教授法の開発」を予定している。すでにPC-V ΛN の中
にCUG を設けており，いつからでもスタート出来る体制を確立してある。
